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論文の内容の要旨

　BaBiO＝…（BBO）を母体とするBa1ぺK，Bi03（BKBO）及びB疵b，Bi1水03（BPBO）は，組成変化により金属

半導体転移を示し，金属相では少数キャリヤ濃度にもかかわらず比較的高い超伝導転移温度を示し，半導

体相は通常の半導体とは異質の物性を示す。この研究では，半導体相から金属相にかけて輸送特性を中心

に，磁性，及び圧力効果を測定し，電子構造，電気伝導および超伝導の機構解明を目指している。半導体相

BPB○の輸送特性については，ホール係数が低温の正値から高温の負値に移る現象が見出された。帯磁率の

高温での増加が熱励起によるキャリヤーの増加によることから．熟励起キャリヤ密度を評価し，これをホー

ル係数および電気伝導度に用いることにより電子とホールの移動度を評価することができた。移動度は活性

化エネルギーを持って温度変化することから，ホールと電子は小さなポーラロンになっていることが分かっ

た。半導体領域のB弼O，BPB○，Ba1↓a，Bi○：…，およびBaBiO漏について，温度に依存しない常磁性帯磁

率成分を見出し，CDWドメイン壁にSDW相が存在することを指摘した。金属相のBal．、K、捌O、；について抵

抗率，ホール係数の圧力効果を測定した。超伝導転移温度の圧力係数はx．O，33で正，x≡O．46で負となるこ

とが分かった。X＝0．33ではホール効果の圧力変化は小さく，ホール移動度が大きく圧力効果を示すことが

見出された。金属半導体転移濃度付近の半導体試料で圧力誘起超伝導転移を見出すことができた。

審査の結果の要旨

　BPB○半導体相でホールと電子の移動度に活一性化エネルギーを見出したこと，半導体相の常磁性成分から

SDWの寄与を指摘したこと，超伝導転移温度の圧力係数がK組成が大きな領域で負になることを見出した

こと，ホール効果を圧力下で観測できるようにしたこと，圧力により金属相のキャリヤ移動度が大きく増加

することを見出したことが，電気伝導，金属半導体転移，超伝導機構の解明に重要な情報を提供しているも

のとして大きく評価される。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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